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編集 今村美智子
伊藤 和子
右田 恵子

今回は、守生住建の守生さやかさんにお話を聞かせていただ

きました。

現在、娘さんは東京の大学に進学され、高校３年生の息子さ

んとご主人の３人暮らしです。息子さんはこの夏まで高校野球

に打ち込んできましたが、来春就職が決まっています。

よく万倉の守生工務店と混同されるようですが、そちらはご

主人のお兄様が経営されており、守生住建は船木の大野にあり

ます。

さやかさんは、もともと介護士として働いていましたが、ご

主人の仕事が忙しくなったため、介護士を辞め、現在はご主人

の事務全般を任されています。

また、このインタビューの後、伊藤さんからの熱いアタック

があり、さやかさんも次回より編集部に加わってくれることに

なりました。

富士登山の時、金剛杖を持って、「六根清浄、六根清
浄」と唱えつつ登山しますが、これは「わが思う心のうちは
六の角ただ円かれと祈るなりけり」という京都の池坊にある
聖徳太子ゆかりの六角堂の御詠歌です。「六の角」とは、
六根（眼・耳・鼻・舌・身・意）によって生ずる六欲のことで、
これらを捨て去って角を無くし、円満になること、すなわち
「六角清浄を願う」という祈りを込めた形と伝えられています。
1. 眼根（視覚）

正しくものを見る。色眼鏡で人をみていないか。
2. 耳根（聴覚）

物事を正しく聞き分ける。先入観を持っていないか。
3. 鼻根（嗅覚）

正しく嗅ぎ分ける。匂いに好き嫌いを持っていないか。
4. 舌根（味覚）

正しい言葉を発する。嘘を言っていないか。味に良し
悪しを持っていないか。

5. 身根（触覚）
身を安全に保つ。物事を深く正しく見ているか。

6. 意根（意識）
心を正しく保つ。思い込みがないか。

インタビュー記事にもある
通り、次回より守生さんが編集
部に加わってくれます。
一緒に取材や編集に関わってく
れる方、まだまだ大募集してい
ます。
興味のある方はぜひ今村まで！

080-5007-8511

このお花、道路沿いでも見か
けたことはありませんか？
段菊（別名：蘭菊、カリオプテ
リス）と言います。
カリガネ草属 シソ科で半
耐寒性があり、多年草、草丈
は30～70㎝程です。
秋に薄紫色の粒の塊が段状
に咲きます。
原産地は中国、台湾、日本
です。
花言葉「忘れ得ぬ人」

「忘れ得ぬ悩み」
「恋の愉しみ」
「恋の悲しみ」

山口県商工会女性部ボウリング大会
１０月１３日（木）ボウリング王国スポルト小郡店でボウリング大会があ
り、くすのき商工会女性部より３名が参加し、楽しい時間を過ごしました。
参加したことのない方、ぜひ来年は参加してみてはどうでしょうか？


